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例題

[1] 確率変数Xが区間 [2, 8]上の一様分布に従うとする。
(1) E(X)を求めよ。
(2) E(4X + 7)を求めよ。

[2] 確率変数Xが二項分布B(2, 1
2
)に従うとする。

(1) モーメント母関数M(t) = E(etX) (t ∈ R)を求めよ。
(2) M ′(0),M ′′(0)を計算する事によってE(X), E(X2)を求めよ。

レポート問題 以下の [3],[4]の解答を、次回の授業のはじめに提出して下さい。（授業
に関する要望・質問等があれば、レポートの余白に記入して下さい。）

[3] 確率変数 X, Y がそれぞれ {0, 1, 2, 3}上、{0, 1, 2, 3, 4, 5}上の離散一様分布に従うと
する。
(1) E(X), E(Y )を求めよ。
(2) E(2X + 6Y )を求めよ。

[4] 確率変数Xがパラメーター 3の指数分布に従うとする。

(1) M(t) = E(etX) (t ∈ R)を求めよ。
(2) M ′(0),M ′′(0)を計算する事によってE(X), E(X2)を求めよ。

補充問題

[5] (1) 確率変数X がX ≥ 0, E(X3) = 2をみたすとする。このとき P (X ≥ 4) ≤ 1

32
を

示せ。

(2) 確率変数XがE(3X) = 9をみたすとする。このとき P (X ≥ 6) ≤ 1

81
を示せ。

[6] 確率変数Xが以下の分布に従うとき [2],[4]と同様の問題を考えよ。
(1) パラメーター 3のポアソン分布
(2) 区間 [−1, 1]上の一様分布
(3) 正規分布N(0, 4)
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